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宮 崎 県 延 岡 土 木 事 務 所

タイトル

平成１６年台風２３号における北川激特事業効果の検証について

五ヶ瀬川水系北川では、平成９年台風１９号による大規模な浸水被害を受

けて、国土交通省・宮崎県により、河川激甚災害対策特別緊急事業（通称：

激特事業）が進められ、国土交通省管理区間は平成１４年、宮崎県管理区間

は平成１６年に河川改修が完成終了しました。

今回は、平成９年台風１９号と同規模であった平成１６年台風２３号にお

いて、北川激特事業の効果検証を行いました。

その結果、築堤・水門・河道掘削などの事業実施により、熊田地点で水位

が約１ｍ低下するなど北川本川による被害が大きく軽減できたことが推察さ

れます。詳細は、別紙のとおりとなっています。

なお、記者発表に関する御質問・御意見等がございましたら、下記問い合

わせ先まで御連絡下さい。

問い合わせ

国土交通省 延岡河川国道事務所 河川副所長 高尾 秀敏

調査第一課長 鶴﨑 秀樹

電話 ０９８２－３１－１１５５（代 表）

０９８２－３１－１１９１（調査第一課）

宮 崎 県 延 岡 土 木 事 務 所 河川砂防課長 白賀 宏之

主幹兼河川係長 山分 正人

電話 ０９８２－２１－６２２５（河川砂防課）
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い

新聞：　月　　日（　）　　：　　解禁

ﾃﾚﾋﾞ・ﾗｼﾞｵ：　月　　日（　）　　：　　解禁
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○国土交通省管理区間における事業効果○○国土交通省管理区間における事業効果国土交通省管理区間における事業効果
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H9熊田

H16熊田

Ｈ９年洪水時でのピーク水位 ９．８７ｍ

Ｈ９年流量相当が流下したと仮定した場合のピーク水位 ８．９５ｍ

８．７９ｍ８．７９ｍ

警戒水位 ４．７ｍ

指定水位 ３．７ｍ

約１ｍの水位低下約１ｍの水位低下

Ｈ ９ピーク流量 約５０６７ｍ３／ｓ
Ｈ１６ピーク流量 約４８７６ｍ３／ｓ

（速報値）
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大武川水門
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浸水家屋数の比較（Ｈ9台風19号とＨ16台風23号)

１０／１８ １０／１９ １０／２０

二ッ島地区

６８戸→０戸

激特事業

平成９年台風１９号では、広範囲において内外水による浸水被害が
発生したが、激特事業による築堤・水門の完成により今回は、外水に
よる浸水被害が解消。 【１２４１戸→８８戸(全て内水被害）】

Ｈ ９浸水範囲

北川支川小川流域北川支川小川流域において
５００５００mmmmを超える大雨！！
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○水位低減効果○○水位低減効果水位低減効果

台風２３号

台風２３号は、１０月２０日という遅い時期に強
い勢力(950hpa)を保ったまま九州東岸を通過し、
五ヶ瀬川水系北川流域に連続雨量500mmを超
える豪雨をもたらした。

○台風２３号の気象概要○○台風２３号の気象概要台風２３号の気象概要

台風２３号出水は、平成９年出水に次ぐ大出水となったが、激特事業激特事業
により熊田地点で約１ｍの水位低減効果約１ｍの水位低減効果があった。

北川

五ヶ瀬川

Ｈ１６浸水範囲

～平成９年台風１９号と平成１６年台風２３号の水位の比較～

友内川水門 追内川水門
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○宮崎県における事業効果○○宮崎県における事業効果宮崎県における事業効果

宮崎県の北川では、平成９年９月の台風19号(最大流量約5,000m3/s)で大規模な浸水被害を受けたが、平成16年に河川激甚災

害対策特別緊急事業(激特事業)による河川整備が完了したところである。

この激特事業では､ 河川環境に配慮しつつ､ 霞堤方式による河川整備を行っている。今回の台風23号では､平成９年の台風19

号に匹敵する程の洪水(約4,900m3/s)が発生したが、激特事業の効果による浸水被害の低減が図られた。

北川

激特事業区間
宮

崎

県

激特区間の浸水家屋数の比較（Ｈ9台風19号とＨ16台風23号)

北川激特事業（補助）区間 Ｌ＝11.7㎞

○○地区

◇◇戸→△△戸

凡 例

Ｈ9台風19号
での

浸水家屋数

Ｈ16台風23号での
浸水家屋数

大峡地区

６戸→０戸

差木野地区

24戸→4戸

須佐地区
19戸→0戸

俵野地区

96戸→20戸

家田地区

85戸→71戸

川坂地区
84戸→22戸

飛石地区
90戸→26戸

熊田地区
142戸→30戸本村地区

102戸→25戸

差木野地区

須佐地区

俵野地区

激特工事完成激特工事完成

延岡市須佐地区（Ｈ16.10.20 午後３時頃） 北川町家田地区

Ｈ9.9月台風19号 約5,000m3/s

Ｈ16.10月台風23号 約4,900m3/s

Ｈ9.9月台風19号

Ｈ16.10月台風23号

標
柱

約０．６約０．６mm水位低下水位低下

約１．５約１．５mm水位低下水位低下

掘削箇所

築 堤

霞堤開口部
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○平成９年台風１９号と平成１６年台風２３号の等雨量線図○○平成９年台風１９号と平成１６年台風２３号の等雨量線図平成９年台風１９号と平成１６年台風２３号の等雨量線図
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平成９年の台風１９号では、連続雨量700mmを超える豪雨となり、北川流域で甚大な被害が発生。また平成１６年の台風２３号では、１０月２０日
という遅い時期に強い勢力(950hpa)を保ったまま九州東岸を通過し、五ヶ瀬川水系北川流域に連続雨量500mmを超える豪雨をもたらした。

（６９時間連続降雨）

（６０時間連続降雨）

平成１６年 台風２３号

平成９年 台風１９号



五ヶ瀬川水系北川激特事業の効果（直轄区間）五ヶ瀬川水系北川激特事業の効果（直轄区間）五ヶ瀬川水系北川激特事業の効果（直轄区間） 【参考資料】

○水位低減効果○○水位低減効果水位低減効果 ○国土交通省管理区間における事業効果○○国土交通省管理区間における事業効果国土交通省管理区間における事業効果

平成９年台風１９号では、広範囲において内外水による浸
水被害が発生したが、激特事業による築堤・水門の完成に
より今回は、外水による浸水被害が解消。

【１２４１戸→８８戸(全て内水被害）】

台風２３号出水は、平成９年出水に次ぐ大出水となったが、
激特事業激特事業により約１ｍの水位低減効果約１ｍの水位低減効果があった。
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Ｈ９年洪水時でのピーク水位 ９．８７ｍ

Ｈ９年流量相当が流下したと仮定した
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約１ｍの水位低下
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完成堤
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友内川水門
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浸水家屋数の比較（Ｈ9台風19号とＨ16台風23号)

二ッ島地区

６８戸→０戸

激特事業

Ｈ ９浸水範囲

北川

五ヶ瀬川

Ｈ１６浸水範囲

～平成９年台風１９号と平成１６年台風２３号の水位の比較～
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Ｈ9.9月台風19号
TP １４．１３１ｍ

Ｈ16.10月台風23号

約１．５ｍ低減

北川町家田地区

Ｈ9.9月台風19号

Ｈ16.10月台風23号

約１．５m水位低下

延岡市須佐地区（Ｈ16.10.20 午後３時頃）

Ｈ9.9月台風19号 約5,000m3/s

Ｈ16.10月台風23号 約4,900m3/s

約０．６m水位低下


